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1. 有機超伝導体の複素帯磁率
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く1)序論

2つの有機超伝導物質 β- (BEDT-TTF)2Ⅰ9､N- (BEDT-TT

F)2Cu (NCS)2について超伝群のメカニズムを探るぺく､複素帯磁率測定

を行った.

β-(BEDT-TTF)2Ⅰ3は常圧で1.5K､圧力下 (～0.5Kbar)
で7.5XにTcを持つ物質と考えられていたが (電気伝群測定から1,)､最近､

100K～110Kで長時間アニールすることにより7.5K付近､2K付近に
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2つの超伝導転移が現れることが見出された2I. ここでは､ 100-1257(め

いくつかの淀度でアニーJL,した蜘 こ起こる超伝群相の変化を､アエール温度､ア

ニール時間の関数として追った｡

JC-(BEDT-TTF)2Cu-(NCS)2は､現在有横超伝導体の中で最も

高い超伝尊転移温度 (電気伝導測定で10･4Kn)を示すことで知られている
物質である｡我々は帯磁率の解析から有機超伝導休で初めて磁場の侵入長め温度

依存性を与えた｡

(2)実数装置

複葉帯磁率測定はHarIshornブ ._,,bid

リッジを用いて測定したLh S)｡

この測定法は､Fig.1のように磁気

的に結合した2つのコイルを用い､ 1次側

コイルに一定の交流電続を流したとき､ 2

次側コイルに誘起き-れる電圧を測定する.

2次側コイルに試料を入れたときの電圧の

変化から帯磁率が求められる.
また､交流磁場を用いているため､帯磁

串の東部x'のほかに物質内でのエネルギ

ー散逸を反映する虚郎Ⅹ卯も測定するこ Fig. 1

X脚ガラスデ.lT-

とが出来る.

実際の測定では､Fig.1のように試料はコイル内にセットきれたままにな

っており､試料が超伝導になり磁束を押し出すことによる変化を測定しているこ

とになる｡ (拭科に加える交流磁場の振幅は､ 10-2000mOeに抑えてい

る)

(3)結果

① ･J)A- くBEDT-TTF)2Ⅰ3のアニール効果

我 ･々は､ 104.5Kでのアニールにより時間とともに超伝祥成分が増えてい

く様子を粥べた｡ Fi.g.2に結果を示す一1(完全反磁性が耗軸のほぼフルスケ⊥

ル -10であ弓). この国より､アニール200時間で試料のかなりの部分が7.

5!(相なってしまうことがわかる●

Fig.3には5Kでの.X'の値をアニール時間に対してプロットした.アニ
ール200時間ではば飽和しはじめていると思われる.
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次にこの試料をさらに法度を上げながらそれぞれ約 50時r'lずつアニールして

は帯磁率を測定した (Fiど.4).その結果､ 2K相は容易に消減するのに付

し､ 7.5K相の方が熟的に安定であることがわかった.

最後に､いったん室温に戻してから同一時間 く～56時間)アニールした際の

アニール温度による超伝導成分の現れ方の違いを調べた.その結果､Fig.声

のように強い法度依存性が兄いだされ､7.5K相の成長は現在までの実敦では

104.5Kが最も顕著であることがわかった.

◎ IC-(BEDT-TTF)2Cu(NCS)2の磁場の佳人長
Fig..6は試料と平行に磁場をかけたときの帯磁率の測定の結果である｡田

のように強い異方性を示す.このことより､磁場の侵入長は層状梼達の影響を受

けて両に平行に起こっていることがわかる｡磁境の佳人長を求めたところ入 (0)

～1mmとかつて無 いほど長いものとなった (Fiど.7).また､その法度依

存性は､低塩域では指数脚数的なBCS型ではなく温度のべき乗 (∝T2)に比例

していることがわかった (Fig.7中にそれぞれのBCS理fMA曲技61を示す).

このことからこの物質の世伝削 まフェルミ面上の点ないし抜上でギップが消失し

ている "異方性超伝導"と考らる｡これはこの系の超伝串がBCS型ではないこ

とを示すはじめての実敦的証拠である.
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2. 有機導体 (DMET)2Ⅹとその関連物質のESR

奥 井 修 司

1.序

超伝導になる有機導体としてTMTSF系及びBEDT-TTF系が多くの

人により研究されている｡これまでは､ふたつの系が全く異なるために､両者

を包括的に理解することが困難であった｡近年都立大で合成された有機導体D

MEで系は､TMTSF分･子とBEDT-TTF分子とを半分ずつ足し合わせ

た分子からなり､両者の性質を兼ね備えた振る

舞いを示す｡ DMET系の研究は両者の溝を埋

め､これらの系の理解を深めるものと期待され

る｡

2.結果と考察

Ⅰ)DMEで塩

DMET系の電気抵抗は､図 1に示すように

半導体から超伝導までと多岐にわたる｡我々は

DMET系のさまざまな塩に対 してESRを行

なった｡その結果は､AuBr2 塩を除いて､
スピン帯磁率はどれもみなよく似た振る舞いを

示 した (図 2) ｡ 磁気的にほとんど同一である

にもかかわらず伝導性が大きく異なるという事

実は､TMTTF/TMTSF系の時日と同じ
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